
大垣市の主なプロジェクト（主な寄附の対象事業）  

子育て日本一を実感できるまちづくり  

 人口減少・少子高齢者社会に対応するため、妊娠から子育てまでの切れ目のない支援により、「子

育て日本一のまち」の取り組みの更なる充実を図り、大垣で子育てがしたい、大垣で子育てして良

かったと思われるまちづくりを進めます。  

 また、学校教育の充実を図るとともに、学校や幼保園・保育園・幼稚園、家庭、地域等が協力し、

地域全体で未来の大垣市を担う子どもの成長を支援します。  

 中心市街地の再生をはじめ、地域特性を生かした既存産業の活性化や企業誘致の促進による雇用創出、特産

農産物の発掘などの取り組みにより、地域全体の活力創造を図ります。  

 また、ユネスコ無形文化遺産に登録された「大垣祭の山行事」をはじめとする歴史的・文化的な資源や豊か

な自然、アニメなどの様々な地域資源の活用等により賑わいのあるまちづくりを進めるとともに、市民が主体

的にまちづくりに参画できる環境づくりに努め、市民と行政の協働による活力あるまちづくりを推進します。 

希望あふれる活力あるまちづくり  

 南海トラフ巨大地震や水害等の災害に強いまちづくりを推進するため、市庁舎を防災の拠点とし

た防災体制の強化により防災力の向上を図るとともに、公共交通の利用促進や都市基盤の計画的な

整備を推進するなど、安心で快適な生活環境づくりを進めます。  

 また、暮らしの不安がない健康長寿のまちづくりに向け、市民の健康づくり活動の積極的な支援

を推進するとともに、医療の充実を図ります。  

 

安全で安心できるまちづくり  

【主な取り組み】  

● ICT 人材の育成          ●学力向上の推進         ●子育て支援の充実  

情報工房デジタルひろば整備事業   小中学校英語教育構想推進事業   子ども食堂運営支援事業  ほか  

【主な取り組み】  

●観光の振興     ●担い手の確保・育成    ●都市プロモーションの推進  

観光イベント事業   担い手育成総合支援事業   地域おこし協力隊事業   ほか  

私たちのまち大垣は、日本列島のほぼ中央に位置し、中山道や美濃路が通る交通の要衝であったことから、東

西の経済・文化の交流点として栄えるとともに、俳人・松尾芭蕉が「奥の細道」の旅を終えた「むすびの地」としても

全国に知られており、今でも俳句文化が息づくなど、歴史と文化の薫り高いまちです。  

また、古くから「水の都」と呼ばれ、その豊富で良質な地下水を利用して、岐阜県内有数の産業都市として発展

を遂げ、西美濃地域の中核としての基盤を着実に築きあげてきました。  

制度や事業の詳細については、 

市ホームページをご覧ください。 

 
 

【主な取り組み】  

●市街地の整備          ●環境保全の推進        ●ごみ排出の抑制とリサイクルの推進  

水都再生プロジェクト推進事業   環境 SDGｓおおがき推進事業   生ごみ等たい肥化推進事業      ほか  

＜関連する主な SDGｓのゴール

＜関連する主な SDGｓのゴール

＜関連する主な SDGｓのゴール

情報工房デジタルひろば（イメージ図） 

十万石まつり  

ダンボールコンポスト  

 


